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計画タイトル

2030年のあるべき姿

ターゲット8.3，8.9 ゴール4 ターゲット4.7 ゴール6 ターゲット6.6，6.ｂ

ターゲット12.b，12.8 ゴール11 ターゲット11.4 ゴール14 ターゲット14.2

ゴール15 ターゲット15.1，15.5，15.c

No

1 2014年3月 20 店舗 2019年 10 店舗

2 2014年3月 825 千人 2019年 1,300 千人

3 2018年3月 165 名 2019年 188 名

4 2014年3月 1 件 2019年 3 件

5 2014年3月 1 回 2019年 2 回

優先的なゴール、

ターゲットに関する

KPI

ゴール8

ゴール12

現在の進捗状況は、市内小学生を対象に実施している珠洲の里山生き物観察会活動報告会の1件のみとなっている。今

後は、全市民を対象とした環境教育を推進するため、NPOなど多様なステークホルダーとの連携を図り、実践する。

指標名　　※【】内はゴール・ターゲット番号

当初値のKPIは2005年～2014年までの10年間で創業・開業した累計値、現在の進捗状況は、2015～2018年まで

の4年間での累計値であり、24店舗が創業・開業し、順調に推移している。

現在の進捗状況は、1,062千人（2018.1～2018.12までの入込み数）となっており、近年横ばいで推移している。引

き続き、本市の魅力を発信し続けると共に、交流人口数の拡大に向けた関連施策を展開する。

現在の進捗状況は、183名（2018年度末累計）となっている。今年度からはＳＤＧｓの学びも人材育成プログラムに

取り入れ、学びと社会実践を通じた「ＳＤＧｓ能登モデル」を共創する地域再生人材の育成を目指す。

ステークホルダーとの連携

・幅広い教育機会や情報発信の機会の形成、産官学連

携の仕組みづくりは高く評価できる。

・新規創業、交流人口、地域資源活用型ビジネスに関す

る指標は着実に伸びていると思料する。

・これらは、能登ＳＤＧｓラボ、能登里山里海ＳＤＧｓ

マイスタープログラムが重要な取組であると考えられるが、こ

れらの活動は上記の指標とどのように関連しているのか考察

いただきたい。

・インクルーシブ・ウェルスを目指す以上、それを測るための

指標の開発も必要である。現在は既存指標で進捗の計

測を行っているが、今後正しく進捗を測る指標や方法の開

発もSDGにとって重要となることから、これについても期待す

る。

・能登ＳＤＧｓラボを活用した地域資源活用型ビジネス

については、住民、地域企業体と連携する展開を期待す

る。

■市内

行政が発行する広報誌を通じて、ＳＤＧｓの情報発信を行うとともに、市民への普及啓発を実施した。

関連団体等とＳＤＧｓ普及事業を開催するため、ＳＤＧｓカードゲームを活用したワークショップなども定期的に開催している。

また、市内に存在する県立高校や市内中学校の生徒を対象としたＳＤＧｓ学習（ＳＤＧｓカードゲームの活用）も開催してお

り、市民の関心度も向上している。

■市外

これまで金沢大学と連携し、実施してきた人材育成プログラムにおいてもＳＤＧｓの要素を盛り込み、「能登里山里海ＳＤＧｓマ

イスタープログラム」として、ＳＤＧｓの学びと社会実践を通じた地域再生人材の育成を図っている。

■能登ＳＤＧｓラボの設立・運営

　本市には世界農業遺産に認定されている豊かな里山里海（環境面）と、これまで10年以上にわたり実施してきた人材育成事

業で育成された多様なマイスター人材が多く存在（社会面）している。しかし、ＳＤＧｓ事業を推進する上で最も重要な課題の

一つとされている地域経済の活性化に結び付けることが出来ていなかった。

　ＳＤＧｓ未来都市として、今後の過疎地域である本市の未来を描く際、これまでに生み出されてきた様々な新たな「可能性」を

有機的かつ持続的、発展的に機能させる「仕組み」が不可欠となっている状況であることを踏まえ、経済、社会、環境の三側面に対

して自立的好循環を生み出し、地域課題を解決するためのワンストップ窓口機能を備えた「能登ＳＤＧｓラボ」を設置した。現在、

「能登ＳＤＧｓラボ」が中心となり、地域経済の活性化を図るための取組（市内企業に対するアンケート調査、個別ヒアリングな

ど）を実施している。

■各種計画への反映状況や課題

　未来都市計画で設定しているKPI等は、現行の本市の総合指針・総合戦略に記載されているKPI等を引用している。

現在、総合指針・総合戦略の改訂中であり、改訂する際にはＳＤＧｓ未来都市計画と整合性を図ることとしている

（2019年度改訂）。

■行政体内部の執行体制及び首長のリーダーシップ

　市長、副市長、教育長及び市役所内全課室長で構成する３役課長会議を「ＳＤＧｓ推進本部」と位置付け、本部

長は珠洲市長、事務局は企画財政課長が担う。毎月１回の会議を開催し、会議の席上随時進捗状況等を報告し、重

要案件（予算執行、プロジェクト提案）などについては、本部長の裁量で順次審議・決定する。

■域内の連携

　これまで連携してきた金沢大学をはじめ、国連大学や県内他大学、商工会議所や市内で創業塾を開催している地元

金融機関など幅広い知識とノウハウを有したステークホルダーと連携し、地域課題を解決するためのワンストップ窓口として、

地域課題解決のコーディネーション機能と”知”と”共創”のプラットフォーム機能を備えた「能登ＳＤＧｓラボ」を開設した。

「能登ＳＤＧｓラボ」は、連携するステークホルダーと共同で運営し、起業・創業の促進など地域内経済の活性化に努め

ている。

■自治体間の連携（国内）

　ＳＤＧｓ未来都市に選定されている自治体及びこれからＳＤＧｓの取組を実践しようとしている自治体間で情報共有

や意見交換を実施し、ＳＤＧｓの普及展開に取り組むことが出来た。

地方創生・地域活性化への貢献

行政体内部の推進体制 自治体ＳＤＧｓの情報発信・普及啓発の取組状況・課題

環境

交流人口数【12.b,12.8】

人材育成プログラムの修了生【4.7】

地域資源活用型ビジネスの育成数【11.4】

環境教育に関する講座などの開催回数

【6.6,6.b,14.2,15.1,15.5,15.c】

現在の進捗状況は、創業等支援相談窓口の設置や経営講習会及び経営指導員の巡回指導の実施、更には能登里山

里海創業塾の開催など3件の創業支援施策を実施している。

有識者からの取組に対する評価

市内における新規創業・開業数【8.3,8.9】

進捗状況や課題等（定性指標や補助指標等を含む）当初値 2030年

１．全体計画

ＳＤＧｓ未来都市等進捗評価シート

石川県　珠洲市　ＳＤＧｓ未来都市計画

里山里海などの豊かな自然資源、人的資本、そしてこれらをつなぐ、おすそ分け文化、祭り、ヨバレなどの社会（文化）資本が豊かな「インクルーシブ・ウェルス（包括的な富）」日本一の地域を目指す。

2030年の

あるべき姿の

実現に向けた

優先的なゴール

社会経済

2018年度

珠州市ー14



取組名
ター

ゲット
指標名 進捗状況や課題等（定性指標や補助指標等を含む）

4.7
人材育成プログラムの修了

生
2017年度 165 名 183 名 2020年 188 名 78%

KPIの達成に関しては、順調に推移している。今年度からは単なる人材育成

ではなく、ＳＤＧｓの学びもプログラム化し、学びと社会実践を通じた「ＳＤ

Ｇｓ能登モデル」を共創する地域再生人材の育成を目指す。

6.6
環境教育に関する講座など

の開催回数
2013年度 1 回 1 回 2020年 2 回 50%

KPIの達成に関しては、市内小学生を対象に実施している珠洲の里山生き

物観察会を通じた活動報告会の1件のみとなっているが、年々、市民の関心

も高まりつつあり、聴講者も増加傾向にある。今後、全市民を対象とした環境

教育を推進するため、多様なステークホルダーとの連携を図り、実践する。

8.3

8.9

市内における新規創業・開

業数
2013年度 20 店舗 24 店舗 2020年 10 店舗 147%

当初値のKPIは2005年～2014年までの10年間で創業・開業した累計

値、目標値は2015年～2019年までの5年間での累計値であり、2015年か

らの4年間で24店舗が新たに創業・開業しており、順調に推移している。

11.4
地域資源活用型ビジネスの

育成数
2013年度 1 件 3 件 2020年 3 件 100%

市内経済の活性化を図るため、創業支援施策数をKPIに設定している。現

在は、創業等支援相談窓口の設置、経営講習会及び経営指導員の巡回

指導の実施、能登里山里海創業塾の開催など3施策を実施しており、順調

に推移している。

12.8 交流人口数 2013年度 825 千人 1,062 千人 2020年 1,300 千人 50%

KPIの達成に関しては、50％程度の達成度となっている。域学連携を推進

し、大学生の入込を増やすとともに、奥能登国際芸術祭を活用したインバウン

ドの受け入れも視野に入れた関連施策を展開する。

6.ｂ
環境教育に関する講座など

の開催回数
2013年度 1 回 1 回 2020年 2 回 50%

KPIの達成に関しては、市内小学生を対象に実施している珠洲の里山生き

物観察会を通じた活動報告会の1件のみとなっているが、年々、市民の関心

も高まりつつあり、聴講者も増加傾向にある。今後、全市民を対象とした環境

教育を推進するため、多様なステークホルダーとの連携を図り、実践する。

8.3

8.9

市内における新規創業・開

業数
2013年度 20 店舗 24 店舗 2020年 10 店舗 147%

当初値のKPIは2005年～2014年までの10年間で創業・開業した累計

値、目標値は2015年～2019年までの5年間での累計値であり、2015年か

らの4年間で24店舗が新たに創業・開業しており、順調に推移している。

12.8 交流人口数 2013年度 825 千人 1,062 千人 2020年 1,300 千人 50%

KPIの達成に関しては、50％程度の達成度となっている。域学連携を推進

し、大学生の入込を増やすとともに、奥能登国際芸術祭を活用したインバウン

ドの受け入れも視野に入れた関連施策を展開する。

15.c
環境教育に関する講座など

の開催回数
2013年度 1 回 1 回 2020年 2 回 50%

KPIの達成に関しては、市内小学生を対象に実施している珠洲の里山生き

物観察会を通じた活動報告会の1件のみとなっているが、年々、市民の関心

も高まりつつあり、聴講者も増加傾向にある。今後、全市民を対象とした環境

教育を推進するため、多様なステークホルダーとの連携を図り、実践する。

4.7
人材育成プログラムの修了

生
2017年度 165 名 183 名 2020年 188 名 78%

KPIの達成に関しては、順調に推移している。今年度からは単なる人材育成

ではなく、ＳＤＧｓの学びもプログラム化し、学びと社会実践を通じた「ＳＤ

Ｇｓ能登モデル」を共創する地域再生人材の育成を目指す。

6.6
環境教育に関する講座など

の開催回数
2013年度 1 回 1 回 2020年 2 回 50%

KPIの達成に関しては、市内小学生を対象に実施している珠洲の里山生き

物観察会を通じた活動報告会の1件のみとなっているが、年々、市民の関心

も高まりつつあり、聴講者も増加傾向にある。今後、全市民を対象とした環境

教育を推進するため、多様なステークホルダーとの連携を図り、実践する。

②地域循環共生圏（持

続的な地域保全活動）

の構築

①課題解決型の人材養

成事業の発展

自治体ＳＤＧｓ

の推進に資する

取組の2020年

のKPI

③能登ＳＤＧｓラボの設

立運営

ＳＤＧｓ未来都市等進捗評価シート

１．全体計画

達成度（％）当初値 2018年 2020年

2018年度

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%
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取組名
ター

ゲット
指標名 進捗状況や課題等（定性指標や補助指標等を含む）

ＳＤＧｓ未来都市等進捗評価シート

１．全体計画

達成度（％）当初値 2018年 2020年

2018年度

8.3

8.9

市内における新規創業・開

業数
2013年度 20 店舗 24 店舗 2020年 10 店舗 147%

当初値のKPIは2005年～2014年までの10年間で創業・開業した累計

値、目標値は2015年～2019年までの5年間での累計値であり、2015年か

らの4年間で24店舗が新たに創業・開業しており、順調に推移している。

※達成率=（2005～2018年の累積開業店舗の実績÷2005～2019年

の累積開業店舗の目標値）

11.4
地域資源活用型ビジネスの

育成数
2013年度 1 件 3 件 2020年 3 件 100%

市内経済の活性化を図るため、創業支援施策数をKPIに設定している。現

在は、創業等支援相談窓口の設置、経営講習会及び経営指導員の巡回

指導の実施、能登里山里海創業塾の開催など3施策を実施しており、順調

に推移している。

12.8 交流人口数 2013年度 825 千人 1,062 千人 2020年 1,300 千人 50%

KPIの達成に関しては、50％程度の達成度となっている。域学連携を推進

し、大学生の入込を増やすとともに、奥能登国際芸術祭を活用したインバウン

ドの受け入れも視野に入れた関連施策を展開する。

15.1

15.5

環境教育に関する講座など

の開催回数
2013年度 1 回 1 回 2020年 2 回 50%

KPIの達成に関しては、市内小学生を対象に実施している珠洲の里山生き

物観察会を通じた活動報告会の1件のみとなっているが、年々、市民の関心

も高まりつつあり、聴講者も増加傾向にある。今後、全市民を対象とした環境

教育を推進するため、多様なステークホルダーとの連携を図り、実践する。

6.6
環境教育に関する講座など

の開催回数
2013年度 1 回 1 回 2020年 2 回 50%

KPIの達成に関しては、市内小学生を対象に実施している珠洲の里山生き

物観察会を通じた活動報告会の1件のみとなっているが、年々、市民の関心

も高まりつつあり、聴講者も増加傾向にある。今後、全市民を対象とした環境

教育を推進するため、多様なステークホルダーとの連携を図り、実践する。

8.3

8.9

市内における新規創業・開

業数
2013年度 20 店舗 24 店舗 2020年 10 店舗 147%

当初値のKPIは2005年～2014年までの10年間で創業・開業した累計

値、目標値は2015年～2019年までの5年間での累計値であり、2015年か

らの4年間で24店舗が新たに創業・開業しており、順調に推移している。

12.8 交流人口数 2013年度 825 千人 1,062 千人 2020年 1,300 千人 50%

KPIの達成に関しては、50％程度の達成度となっている。域学連携を推進

し、大学生の入込を増やすとともに、奥能登国際芸術祭を活用したインバウン

ドの受け入れも視野に入れた関連施策を展開する。

8.9
市内における新規創業・開

業数
2013年度 20 店舗 24 店舗 2020年 10 店舗 147%

当初値のKPIは2005年～2014年までの10年間で創業・開業した累計

値、目標値は2015年～2019年までの5年間での累計値であり、2015年か

らの4年間で24店舗が新たに創業・開業しており、順調に推移している。

12.8 交流人口数 2013年度 825 千人 1,062 千人 2020年 1,300 千人 50%

KPIの達成に関しては、50％程度の達成度となっている。域学連携を推進

し、大学生の入込を増やすとともに、奥能登国際芸術祭を活用したインバウン

ドの受け入れも視野に入れた関連施策を展開する。

④域学連携の推進

⑤先端アートプロジェクトに

よる地域の魅力発信及び

インバウンド促進

自治体ＳＤＧｓ

の推進に資する

取組の2020年

のKPI

③能登ＳＤＧｓラボの設

立運営

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%

-50% 0% 50% 100%
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